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科系連合学会誌 47(3): 337, 2022.

徳永直紀，石本裕士，武田和明，村田麻耶子，末原照大，原　敦子，城戸貴志，坂本憲穂，石松祐二，迎　

寛：胸膜癒着術、第XIII因子製剤、気管支充填術で制御しえた抗MDA-5抗体陽性間質性肺炎に伴う難治性気

胸. 気管支学 44(Suppl.): S320, 2022.

森山正章，富永哲郎，野中　隆，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，高村敬子，弦本敏行，永安　

武：Cadaver surgical trainingを用いたadvanced surgeryに対する大腸外科医の育成法. 日本消化器外科学会総会 
77回: O27, 2022.
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野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三朗，森山正章，濱崎景子，橋本康匡，荒井淳一，松本桂太郎，

土谷智史，澤井照光，安武　亨，永安　武：直腸癌に対する側方リンパ節郭清におけるロボット支援下手

術と腹腔鏡下手術の比較検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

浜崎美和，折口智樹，松浦江美：抑うつ傾向を示す女性関節リウマチ患者のストレス対処への自信と満足

度の実態. 九州リウマチ 42(1): S23, 2022.

堀川新二，浜崎美和，松浦江美：登録リウマチケア看護師の看護実践能力に対する自己評価と活動状況の

実態. 九州リウマチ 42(1): S22, 2022.

鄭　暁剛，富永哲郎，野中　隆，高村祐磨，小山正三朗，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，上木　望，中

島正洋，澤井照光，永安　武：腹腔鏡下に切除し得た後腹膜傍神経節腫の1例. 日本大腸肛門病学会雑誌 
75(9): A240, 2022.

富永哲郎，野中　隆，小山正三朗，高村祐磨，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永安　武：局

所進行脾彎曲部結腸癌に対する頭側をベースとした多角的アプローチ. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(9): A40, 
2022.
野中　隆，富永哲郎，小山正三朗，森山正章，石井光寿，濱崎景子，橋本康匡，荒井淳一，松本桂太郎，

澤井照光，安武　亨，永安　武：他臓器浸潤直腸癌に対する経会陰(経肛門・経腟)アプローチ併用骨盤内臓

器全摘術. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(9): A36, 2022.

荒井淳一，田上幸憲，橋本泰匡，濱崎景子，富永哲郎，野中　隆，澤井照光，永安　武：当科における空

腸瘻造設関連合併症の検討. 日本消化器外科学会雑誌 55(Suppl.2): 293, 2022.
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学会発表数

社会活動

本田純久・教授 代議員 日本疫学会

本田純久・教授 健康ながさき21推進会議小委員会委員 長崎県

本田純久・教授 評議員 日本健康学会

松浦江美・教授 査読委員 日本看護研究学会

松浦江美・教授 世話人 佐賀県膠原病友の会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

松浦江美・教授 評議員 日本看護研究学会 九州・沖縄地方会

0 0 0 0 3 34

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

江藤宏美：助産師の「アドバンス助産師」による継続教育システムと多職種連携教育. 日本薬理学雑誌 
157(6): 411-415, 2022.

花田匡利，及川真人，名倉弘樹，竹内里奈，石松祐二，城戸貴志，石本裕士，坂本憲穂，迎　寛，神津　

玲：間質性肺疾患に対する呼吸リハビリテーションの課題と展望 Conの立場から. 日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌 31(1): 93-98, 2022.

黒田裕美，田中準一：【新カリキュラム対応で新たに開発された「基礎看護学」&「地域・在宅看護論」の

シラバスを探る】(Part1.)各教育機関の新たな「基礎看護学」のシラバスを知る 臨床看護学実習Iの新たな取

り組み. 看護展望 47(4): 311-314, 2022.

眞鍋えみ子，和泉美枝，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産実習前OSCEの実用化の試み(2)－
1次トライアルによる検討－. 日本助産学会誌 35(3): 439, 2022.

近藤英明，江藤宏美，加藤千穂，長浦由紀：レストレスレッグス症候群患者におけるビタミンD欠乏と補充

療法の効果に関するシステマティクレビュー. 日本睡眠学会第47回定期学術集会プログラム・抄録集 : 215, 
2022.
高橋実紗子，石上眞衣，中村七歩，志波菜津子，山下和，江藤宏美：長崎大学におけるナプキン配布モデ

ル校としての活動報告. 助産師 76(2): 27, 2022.

山本真実，江藤宏美，小黒道子，松﨑政代，橋本麻由美，嶋澤恭子，古田真里枝，渡邊浩子 片岡弥恵子：

助産師による避妊教育・相談に関する実態調査. 日本助産学会誌 35(3): 416, 2022.

福田沙樹，江藤宏美：妊娠中期以降の妊婦における夜間の胎動の推移. 日本助産学会誌 35(3): 298, 2022.
和泉美枝，眞鍋えみ子，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産師学生への陣痛観察場面OSCE導
入の試み～OSCE課題・評価表作成の視点から～. 日本助産学会誌 35(3): 437, 2022.

眞鍋えみ子，和泉美枝，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産実習前OSCEの実用化の試み(1)－
目的・概要の紹介－. 日本助産学会誌 35(3): 438, 2022.

吉田凜花，江藤宏美：産後早期の2時点での児とその母親の哺乳状態と睡眠の実態. 日本母乳哺育学会雑誌 
16(Suppl): 84, 2022.

板川幸花，江藤宏美：性周期と深部体温計を用いた睡眠・覚醒との関連. 母性衛生 63(3): 172, 2022.
眞鍋えみ子，和泉美枝，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産実習前OSCEの実用化の試み(3)―
標準模擬患者養成プログラムの紹介―. 母性衛生 63(3): 260, 2022.

和泉美枝，眞鍋えみ子，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：専門職者である標準模擬患者の周産

期OSCEに対するフィードバック. 母性衛生 63(3): 259, 2022.

佐々木規子，宮田海香子，三浦生子， 高尾真未，平間理子，長谷川ゆり，三浦清徳，江藤宏美：長崎大学

病院における羊水検査の現状. 長崎県母性衛生学会学術集会 35回:  2022.

安達　舞，江藤宏美，加藤千穂，長浦由紀，近藤英明：看護大学学生の睡眠・覚醒の諸問題が健康関連

QOLに及ぼす影響. 日本睡眠学会第47回定期学術集会プログラム・抄録集 : 215, 2022.

成田真樹子，山口智美，黒田裕美：コロナ禍における高齢者の豊かさとQOLの変化 長崎市の高齢者を対象

として. 日本医療情報学会看護学術大会論文集 23回: 207-210, 2022.

吉田凜花，江藤宏美：はじめての児を迎えた産後早期の家族の睡眠実態と睡眠リズムの変化. 日本看護科学

学会学術集会 42回:  2022.

坂谷愛季，江藤宏美，小橋川直美：哺乳力の弱いことが予測される新生児と母親の産後早期の授乳の実態. 
日本母乳哺育学会雑誌 16(Suppl): 82, 2022.

5



競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

本田純久・教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「イス
ラームを国教とするバングラデシュにおけ
る女性の性機能障害の実態と障害への対
処」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「青年期
における体罰容認意識の関連要因 ―親性準
備性促進プログラム開発に向けてー」

江藤宏美・教授 世話人 こども医療ながさきネット

江藤宏美・教授 委員 長崎県医療事故調査等支援団体連絡協議会

研　究　題　目

松浦江美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチ患者に向けた口腔ケア介入モデルの
構築と介入効果および妥当性の検証」

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会（Managing Editor） 公益社団法人 日本看護科学学会

江藤宏美・教授 委員
長崎県妊産婦等相談支援ネットワーク推進
協議会

江藤宏美・教授 理事 一般財団法人日本助産評価機構

江藤宏美・教授 将来構想委員会委員 公益社団法人 全国助産師教育協議会

江藤宏美・教授 会長 一般社団法人 長崎県助産師会

江藤宏美・教授 理事 長崎県母性衛生学会

江藤宏美・教授 編集委員会委員 一般社団法人 日本助産学会

江藤宏美・教授 評価基準検討委員会委員 一般財団法人日本看護学教育評価機構

江藤宏美・教授 評議員 聖路加看護学会

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会 一般社団法人 日本助産学会

田中準一・准教授 代議員 日本疫学会

江藤宏美・教授 理事 一般社団法人 日本助産学会

石松祐二・教授 地方労災委員 長崎労働局

石松祐二・教授 評議員
日本サルコイドーシス／⾁芽腫性疾患学会
総会

石松祐二・教授 代議員 日本呼吸器学会

石松祐二・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 代議員 日本看護科学学会

黒田裕美・教授 九州・沖縄地方会役員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 評議員 日本看護研究学会

澤井照光・教授 委員 長崎市社会福祉審議会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本循環器看護学会

澤井照光・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県研究事業評価委員会

澤井照光・教授 がん対策部会大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

澤井照光・教授 運営委員 IBD Club Jr. Kyusyu

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部

澤井照光・教授 評議員
日本ストーマ・排泄リハビリテーション学
会

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会

澤井照光・教授 学会評議員 日本消化器病学会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会

6



江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「実践的
看護臨床薬理学教育モデル(iDrug)に基づい
た新たな教育システムの開発」

江藤宏美・教授 JSPS 日本学術振興会(JSPS)
連携研究

者

学術国際交流事業, 研究拠点形成事業「医
療安全を重視した母子保健人材育成グロー
バルアプローチの研究ネットワークの拡
大」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「助産師
ための災害時母子支援スキルアッププログ
ラムの開発」

江藤宏美・教授 日本医療研究開発機構 分担

地球規模保健課題解決推進のための研究事
業「カンボジアにおける分娩監視装置導入
と、その死産・新生児死亡の減少効果に関
する研究開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「妊
婦のレストレスレッグス症候群はビタミンD
で改善の可能性を見出せるか？」

田中準一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「「アド
ヒアランス」を焦点とした看護診断の根拠
レベルの向上」

田中準一・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「脳卒中
患者に対する環境調整介入によるせん妄予
防効果の検証」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「周産期
医療におけるDVスクリーニングと支援のス
ケールアップを目指した実装研究」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「子ども
はいかに出生コホート調査参加意識を形成
しインフォームド・アセントに至るのか」

石松祐二・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性
肺疾患患者の活動能力評価における身体活
動量の意義と身体活動量予測モデル開発」

田中準一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「子供の
成長と生活環境に関するアフリカ出生コ
ホート研究」

黒田裕美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ダウン
症者における在宅での簡易検査を用いた睡
眠呼吸障害の評価と睡眠支援の構築」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「多文化
共生社会を生きる外国人家事労働者を活用
した高齢者介護モデルの構築」

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域に
おける多施設・多職種協働体制強化により
推進するストーマケアの標準化」

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担
がん研究開発費「共同研究グループのデー
タセンター間の連携によるがん治療開発研
究の効率化と質的向上のための研究」

本田純久・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「介護職
員として働きながら親を介護している多重
介護者のストレスマネジメントの実際」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者
の介護購買力が家族介護者の仕事と生活に
与える影響」

本田純久・教授
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その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

江藤宏美・教授 優秀演題賞 日本母乳哺育学会
産後早期の2時点での児とそ
の両親の睡眠の実態

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

黒田裕美・教授
日本赤十字看護学会 研究奨励
賞

日本赤十字看護学会

「熊本地震被災地域にある医
療施設に勤務する看護師の心
的外傷後ストレス障害の実
態」

田中準一・准教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

黒田裕美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

黒田裕美・教授
非常勤講師（看護過程/看護師2年目研
修）

長崎県看護協会県南支部

松浦江美・教授 看護職員研修講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療セン
ター

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療セン
ター附属看護学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎医師会看護学校

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「孤独感
－自殺プロセスに寄与する睡眠問題の特定
と認知行動療法による孤独予防効果」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「妊婦の
睡眠障害に対する『簡易版digital CBT-I』
の開発と評価」
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